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1 はじめに

従来の不動産検索システムはキーワードによる検索や

AND/OR による絞り込み検索であるが，この方法では各

部屋の間取りや広さといった構造について検索することは

できない．本研究では，不動産物件の間取りをグラフ構造

で表現し，ユーザの入力するクエリグラフと類似度が高い

物件を出力するシステム（Fig. 1）を提案する．さらに，各

部屋の広さや，ユーザが特に重要だと感じる構造の重みを

考慮するグラフ間類似度を設定することで，よりユーザの

希望に沿う物件の出力を可能とする．

2 関連研究

2 つのグラフの類似度や距離の計算において，2 つのグ

ラフのMaximum Common Subgraph（MCS，最大共通部

分グラフ）を考える必要がある．MCS を Fig. 2 に示す．

Fig. 2 の矢印の上側の二つのグラフが与えられた場合，矢

印の下側のグラフがMCSである．

Conteら [1]はMCSを求めるアルゴリズムを比較してお

り，ノード数やエッジ数，グラフの密度等によって最適なア

ルゴリズムが異なることが結果として得られている．また，

Fig. 1 目標とするシステム

Fig. 2 二つのグラフのMCS（最大共通部分グラフ）
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二つのグラフ間の距離の設定は様々であり，目的に応じて

設定する必要がある [2] [3]．

3 提案手法

本研究での検索システムでは，ユーザはクエリとして，あ

るグラフ G = (V,E, L,W )を作成し検索する．ここで，V

はノードの集合，E はエッジの集合，L はノードのラベル

を返す写像，W は重み（部屋の広さに対応する値）を返す

写像である．ユーザが作成したクエリグラフとデータベー

スの各グラフとの類似度が計算され，類似度の高いものか

ら順に出力される．

グラフ同士のMCS の探索はMcGregor のアルゴリズム

[1]を利用して行う．概念図を Fig. 3に示す．グラフのノー

ドはそれぞれ id と labelをもつとする．二つのグラフのう

ちノードが少ない方（Fig. 3 での graph1）のノード id が

小さい順に，同じ label をもつノードをもう一方のグラフ

（Fig. 3での graph2）から探し，存在していればMCS の現

在の候補（graph1 での部分グラフ，graph2 での部分グラ

フ）にそのノードを加える．さらに，加えたノードと，MCS

の候補である graph1，graph2 の部分グラフとの間に共通

して存在するエッジが存在すればそのエッジも MCS の候

補に加える方法である．

クエリグラフ q とデータベースのグラフ g とのグラフ類

似度 sim(q, g)は，qと gのMCSをmcsとして，以下の式

を用いる．

sim(q, g) =
∑

v∈V (mcs)

γ(v) +
∑

e∈E(mcs)

γ(e)

− λ
∑

v∈V (mcs)

|W (vq)－W (vg)|

Fig. 3 McGregor のアルゴリズム：(a) 二つのグラフ

(b) 探索木 (c) graph1と graph2のMCSの二つの組
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入力 類似度1, 2位 類似度3, 4位

■: Western-style Room
■: Hall
■: Dining Kitchen
■: Japanese-style Room
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Fig. 4 クエリグラフの入力と検索結果の例 1

• γ(v)，γ(e)はユーザの重要指定によって変わる正の値．

本論文においては，v または e にユーザが重要指定を

していれば 100，そうでなければ 1とニ値にしたが，x

種の値を用意すれば重要さの度合いを x 段階で指定す

ることも可能である．

• λ > 0．本論文の実験では 0.1とした．

• vq， vg はそれぞれ v に対応する q，g のノード

この式の第一項と第二項は，g において，q と同じ部屋や部

屋同士の接続を持つ程類似度を大きくするとともに，ユー

ザが q にて重要だと指定している構造が g に存在すればさ

らに類似度を大きくする項である．第三項は，q と g の対

応する部屋の広さの差が大きければ大きい程類似度を小さ

くする項である．

4 実験

SUMMO[4]の東京の賃貸物件データを対象とし，これを

スクレイピングして取得した．いくつかの区・市の物件の

データをデータベースに格納した．この中から，家賃・管

理費等・敷金・礼金・エリアが全く同じ物件は，同じ物件だ

が重複して登録されていた物件であると判断して除き，約

1万件とした．この約 1万件のうち約 1000件の物件に対し

てグラフ構造を手動で入力した．グラフ構造が入力されて

いないグラフは，グラフ類似度の計算を行わず，システムの

検索結果として表示されない．システムは Ruby on Rails

上で動作するよう実装し，不動産検索サイト同様ブラウザ

で検索できるようにした．本稿でのシステムでの検索結果

の例として Figs. 4 ∼ 6を示す．

Fig. 4は，従来の不動産検索システム同様間取りを 2DK

絞り込むと共に，間取り構造に関しても図の左側のような

構造をクエリとした検索例である．類似度 1 位の物件はク

エリの期待通りの結果が得られた．類似度が 2位から 4位

の物件は，洋室が廊下に接続していない物件や和室が無い

物件であった．これは，そのそれぞれの条件と「DKと廊下

が接続する」ことが同スコアであるため，DK と廊下が接

続していることで類似度が高く評価された結果である．こ

れに対して，Fig. 5では Fig. 4の入力において，DKと和

室が接続する事は重要であるとユーザが指定した場合の結

果である．Fig. 4 と異なり Fig. 5 では類似度 3，4 位にお

入力 類似度1, 2位 類似度3, 4位
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■: Dining Kitchen
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Fig. 5 クエリグラフの入力と検索結果の例 2

入力 類似度1, 2位 類似度3, 4位

■:Living Dining 12.6J
LD

LD
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Fig. 6 クエリグラフの入力と検索結果の例 3

いても DK と和室が接続する物件が得られた．Fig. 6 は，

3LDKの物件の中で図の左のように，LDが 12J（帖・畳）

の物件を検索した結果である．類似度 1位から 4位におい

て，LDが 12Jに近い物件が順に得られた．

5 結論

本研究ではグラフで表現できるような構造をもった不動

産物件の間取りのレイアウトに着目し，直感的な検索シス

テムの開発を目的とした．McGregor のアルゴリズムを拡

張し，間取りに関するユーザの希望を反映した検索結果を

返す不動産検索システムを開発した．今後は入力した間取

り構造の活用を考えている．
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